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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

埼玉県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県
：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県

一般国道１５８号
松本波田道路 ④
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１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・広域幹線道路網の形成
・松本市及び波田町の交通混雑の緩和

標準横断図

（2）計画の概要
区 間 自）長野県松本市島立

至）長野県東筑摩郡波田町石原

車線数 ４車線

事業化 平成８年度

はたまち いしはら

ながのけん まつもとし しまだち

■標準横断図 〈盛土区間〉（単位：ｍ）

ながのけん ひがしちくまぐん
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松本市

再評価対象区間 

波田町 

至 岡谷 

至 長野 

松本ＪＣＴ
（仮称）

波田ＩＣ 
（仮称） 

町
区
東

島
立
町
区 

新
村

小
柴

下
新北

新 

鍋
割

渚
１松

本
Ｉ
Ｃ

安曇野市

森
口 

三
神
社 

三
溝
駅 ■標準横断図 〈橋梁区間〉（単位：ｍ）

至 塩尻北ＩＣ

至 松本ＩＣ 

長野自動車道

松松本本波波田田道道路路

松本ＪＣＴ（仮称）

波田ＩＣ（仮称）

イメージ図
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引佐
三ケ日

豊田東

名古屋

飯田

南アルプス

富沢
吉原

六郷

修善寺

河口湖

大
月

伊勢原
御殿場

上越

長野

更埴

佐久
松本
八千穂岡谷

富山

白川郷
高山

白鳥

大野

飛騨
清見

金沢

福井北

米原

養老

敦賀

美濃関
土峡

高岡北小矢部
　砺波

双葉

長坂

沼津
伊勢

四
日
市

飛
鳥
東
海

名古屋西

名
古
屋
南

豊
田

亀山

勢和多気

小牧

大宮大台

伊勢関

大津
一宮

上社
増穂

凡　　 例

高速自動車国道

供　用　区　間

整 備 計 画 区 間

整備計画区間（直轄）

基 本 計 画 区 間

予 定 路 線 区 間

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道に並行する自動車専用道路

供　用　区　間

事　業　区　間

供　用　区　間

事　業　区　間

計　画　区　間

２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点
・松本波田道路を含む中部縦貫自動車道は、中央自動車道、東海北陸自動車

道、北陸自動車道の３本の高規格道路を結び、広域ネットワークを形成。

広域幹線道路網の形成

出典：平成１９年度高速道路便覧

高規格幹線道路網図（平成１９年４月現在）

関東・中部・北陸を高速で結び、
広域ネットワークを形成！

福井

名古屋

東京

新潟

大阪

中部縦貫自動車道 L=160km

松本波田道路 L=5.3km

松本
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松本ＩＣ

至

高
山

至

松
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長野県平均

新村交差点では、県平均を大きく上回る！
（約28万人時間/年・km；県平均の約23倍）

国道158号 松本波田道路並行区間

信号交差点が連続！（延長約6.5km区間に15箇所存在）

４車線区間２車線区間

狭小幅員
（最小車道部幅員W=6.0m）

松本波田道路 L=5.3km

1.2万人時間/年・km

再評価対象区間

２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点
・再評価対象区間に並行する一般国道１５８号は、新村交差点が主要渋滞ポイン
トとなっており、慢性的な交通混雑が発生。渋滞損失額は、約９億円/年。

渋滞損失時間の現状

渋滞損失額：約９億円/年

渋滞ポイント

信号交差点

～ 5万人時間/年・km

5～10万人時間/年・km

10～20万人時間/年・km

渋滞損失時間

20～ 万人時間/年・km

出典：H18プローブ調査結果

国道158号のうち松本波田道路並行区
間を日々利用する人の一人当たりの
損失は、

年間約１４時間

年間約４万円

※日々利用する人は、H17道路交通センサスの
24時間交通量に平均乗車人員を乗じて算出。
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点

・松本波田道路の整備により、CO2、NOX、SPMの年間排出量が削減。

5

CO2・・・年間1,000ｔ-CO2(0.2%)削減
（森林約95haの二酸化炭素吸収量に相当）
（日比谷公園（約16ha）の面積の約6倍に相
当）

約6倍

489.0

490.0

488.0

488.5

489.0

489.5

490.0

490.5

491.0

整備後整備前

C
O
2
排
出
量
（
千
ｔ-
C
O
2
）

0.2％削減

NOX・・・年間2.0ｔ(0.1%)削減
（東京都を走行する大型車に換算すると
約6,400台に相当）
※大型車1台が東京都における平均距離
を走行した場合のNOx排出量
※大型車の速度を40km/h、平均走行
距離を70km/台として換算

約6,400台
1,657.3

1,659.2

1,652.0

1,654.0

1,656.0

1,658.0

1,660.0

1,662.0

整備後整備前

N
O
x排
出
量
（
ｔ）

0.1％削減

SPM・・・SPMを年間1.2ｔ(0.8%)削減
（500mlペットボトル約12,500本分に相当）
※ペットボトル1本(500ml)に入るSPMを
約100gとして計算

約12,500本

154.7

155.9

154.0

154.5

155.0

155.5

156.0

156.5

157.0

整備後整備前

S
P
M
排
出
量
（
ｔ）

0 .8％削減



３．費用対効果３．費用対効果

■便益

417億円17億円32億円368億円基準年における
現在価値(B)

合計
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益

■費用

226億円21億円205億円基準年における
現在価値(Ｃ)

合計維持管理費改築費

■算定結果

1.8
417億円（総便益）
226億円（総費用）

B/Ｃ

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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４．事業進捗の見込みの視点４．事業進捗の見込みの視点
・松本波田道路の経緯
昭和６２年度 高規格幹線道路に位置付けられる
平成１１年 ３月 都市計画決定
平成１１年度 路線測量、地質調査
平成１２年 ４月 整備計画決定
平成１２年度 地元設計協議着手、道路・橋梁予備設計
平成１３年度～ 松本波田道路のアクセス道路となる長野県事業

波田北大妻豊科線の整備計画について再検討
平成１８年１２月 松本波田道路のアクセス道路となる長野県事業

波田北大妻豊科線の整備計画決定
用地買収は未着手

平成８年度 事業化

松本市
波田町

安曇野市

至 岡谷 
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再評価対象区間 

松本ＪＣＴ
（仮称）

至 高山
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波田バイパス（波田北大妻豊科線） 

L=4.5km  事業中 
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はたきたおおつまとよしなせん

はたきたおおつまとよしなせん
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松本波田道路 L=5.3km

平成19年４月現在
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４．事業進捗の見込みの視点４．事業進捗の見込みの視点

　年　度

　調査・設計・地元調整

　用　地 0%

H19

都
市
計
画
決
定

整
備
計
画
決
定

事
業
化

H20H17 H18H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16



５．今後の対応方針（原案）５．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・国道１５８号は、松本市と高山方面を結ぶ唯一の幹線道路であり、日常生活・観光・産業交通
は本路線のみに頼っている。市街地においては、交通の集中による朝夕の慢性的な交通渋滞が発
生している。

・長野県内の中部縦貫自動車道の内、松本波田道路を第一に整備するのは、国道１５８号の内最
も渋滞が発生している波田市街地の渋滞を緩和するために、長野道へのアクセスを松本波田道路
を利用することで国道１５８号波田市街地を通過することが無くなり、交通を分散させ、渋滞を
緩和させる事が出来るからである。

・中部縦貫自動車道の一部を形成する松本波田道路は、広域ネットワークを形成し、市街地の交
通渋滞緩和などから整備が必要であり、その費用対効果も高くなっていることから（Ｂ／Ｃ＝
１．８）、引き続き早期整備を進める必要性がある。

（2）事業進捗の見込みの視点

（3）対応方針（原案）

・松本波田道路のアクセス道路である長野県事業波田北大妻豊科線の整備計画が決定し（地元促

進団体の要望も強くなっており）、平成２０年度に説明会が実施出来れば早期に用地買収に着

手出来る見込み。

・当事業は継続が妥当。
・今後は地元設計協議を進めつつ、周辺の道路網の整備状況を勘案し事業を進める。
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はたきたおおつまとよしなせん




